
音楽の形式（フォルム）は、楽曲の構造や組織化されたパターンを指します。音楽

形式は、特定の要素（旋律、リズム、和声、楽器編成など）がどのように配置され、

展開されるかによって定義されます。以下に、主要な音楽の形式とその特徴につ

いて説明します。 

1. 二部形式 (Binary Form) 

• 構造: A-B 

• 特徴: 二部形式は、2つの明確なセクション（A と B）からなるシンプルな構

造です。Aセクションと Bセクションは、異なるメロディーや和声を持ち、B

セクションが Aセクションの音楽的アイデアを発展させることが多いです。

バロック時代のダンス音楽などでよく用いられました。 

2. 三部形式 (Ternary Form) 

• 構造: A-B-A 

• 特徴: 三部形式は、Aセクションが冒頭に現れ、中間の Bセクションで対

照的な素材が導入され、最後に Aセクションが繰り返される形式です。A

セクションが再現されることで、楽曲全体にバランスと対称性がもたらされ

ます。古典派音楽のメヌエットやトリオにおいてよく使用されました。 

3. ロンド形式 (Rondo Form) 

• 構造: A-B-A-C-A-D-...（Aが繰り返し現れる） 

• 特徴: ロンド形式は、Aセクション（リフレイン）が何度も繰り返され、その間

に異なるセクション（エピソード）が挿入される形式です。Aセクションが繰り

返し登場することで、聴き手に親しみやすい印象を与えます。古典派の交

響曲や協奏曲のフィナーレでよく使われました。 

4. ソナタ形式 (Sonata Form) 

• 構造: 序奏・提示部・再現部・結尾部からなり、２つの主題が提示部・再現

部に現れる古典派の時代に発展した。 



• 特徴: ソナタ形式は、古典派の時代において標準的な楽曲構造で、特に

交響曲やソナタの第 1楽章で使用されました。展開部では 2つの主要な

テーマ（第 1主題と第 2主題）が提示され、展開部ではこれらのテーマが

発展し、変奏されます。再現部では、第 1主題と第 2主題が最初の調性で

再び登場します。 

5 ソナチネ形式（Sonatinen Form）  

  ・ 特徴: ソナタの小さいを意味し、通常、短いソナタ形式で作曲され、展開部

が短いか、展開部を欠いていることがある。楽章は２楽章ないし３楽章

で、ピアノ曲以外にも様々な楽器で作曲される。 

6. 変奏曲形式 (Theme and Variations Form) 

• 構造: 主題（テーマ）- 変奏 1 - 変奏 2 - 変奏 3 - ... 

• 特徴: 変奏曲形式は、基本となる主題が提示され、その後にいくつかの変

奏が続く形式です。各変奏では、リズム、和声、メロディーなどが変化し、

主題がさまざまな形で再解釈されます。バロックからロマン派まで幅広い

時代で用いられ、ピアノ作品や管弦楽作品などでよく見られます。 

7. フーガ (Fugue) 

• 構造: 主題（テーマ）- 回答（Answer）- 発展 

• 特徴: フーガは、ポリフォニックな音楽形式で、1つのテーマが複数の声部

で模倣される形で発展します。最初に主題が提示され、次に他の声部が

回答として主題を模倣します。その後、自由な発展部分で、主題が変形、

逆行、転回されながら展開されます。バッハのフーガが特に有名です。 

8. カノン (Canon) 

• 構造: 同じメロディーを時間差で開始する形 

• 特徴: カノンは、1つの声部が始めたメロディーを、他の声部が時間差で追

随して模倣する形式です。シンプルな構造のカノンから、より複雑なパッヘ



ルベルの「カノン」など、さまざまなスタイルがあります。輪唱やラウンドもカ

ノンの一種です。 

9. 自由形式 (Free Form) 

• 特徴: 自由形式には、特定の規則や構造がなく、作曲家の創造性と意図

に基づいて楽曲が構成されます。即興演奏や現代音楽、映画音楽などで

見られることがあります。20世紀の作曲家、例えばジョン・ケージやピエー

ル・ブーレーズの作品に代表される、アレアトリック音楽（偶然性の音楽）も

自由形式の一例です。 

10. 協奏曲形式 (Concerto Form) 

• 構造: ソナタ形式と類似（展開部が協奏的に展開） 

• 特徴: 協奏曲形式は、独奏楽器とオーケストラが対話する形で進行する形

式です。ソナタ形式の構造を用いながらも、独奏楽器とオーケストラの対比

が特徴的です。バロック時代のヴィヴァルディの「四季」や、古典派時代の

モーツァルトのピアノ協奏曲が代表例です。 

11. オペラ形式 (Opera Form) 

• 構造: 序曲、アリア、レチタティーヴォ、合唱、アンサンブルなど 

• 特徴: オペラは、劇的なストーリーを音楽と歌で表現する形式です。序曲で

物語が始まり、各キャラクターがアリアやレチタティーヴォで感情や行動を

表現します。合唱やアンサンブルが登場人物間の関係や群衆の動きを示

します。バロック時代のモンテヴェルディから、ロマン派のヴェルディやワー

グナーまで、さまざまなスタイルが存在します。 

12. シンフォニー形式 (Symphony Form) 

• 構造: 典型的には 4楽章構成（速い楽章 - 遅い楽章 - メヌエット/スケ

ルツォ - 速い楽章） 

• 特徴: シンフォニーは、オーケストラのために書かれた大規模な楽曲形式

で、4楽章構成が一般的です。第 1楽章はソナタ形式で、速いテンポで始



まります。第 2楽章は遅い楽章で、リリカルなメロディーが特徴。第 3楽章

は舞曲風のメヌエットやスケルツォで、第 4楽章はフィナーレとして速いテ

ンポで終わります。ハイドン、モーツァルト、ベートーヴェンがシンフォニー

形式を発展させました。 

13. 組曲 (Suite) 

• 構造: 複数の舞曲が組み合わされた形式 

• 特徴: 組曲は、異なる性格やリズムの舞曲を組み合わせた楽曲形式で

す。バロック時代には、アルマンド、クーラント、サラバンド、ジーグなどの

舞曲が含まれることが多かったです。後に、近代や現代においても、バレ

エ音楽や映画音楽の組曲が作られ、演奏会で取り上げられるようになりま

した。 

14. リート形式 (Lied Form) 

• 構造: A-A'-B-A（複数の詩節が同じメロディーで歌われる形式） 

• 特徴: リート（ドイツ歌曲）は、詩に音楽を付けた形式で、シューベルトやシ

ューマンなどの作曲家が多くの名作を残しました。詩の内容に基づいて、

単純なスタンザ形式や、複雑な通作歌曲形式（物語や感情の展開に合わ

せて音楽が変化する形式）が用いられます。 
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